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お持ち帰り用の市報を、地区公民館などに設置しております。
どうぞご利用ください。

鳥取市役所　
 0857ー22ー8111㈹
 0857ー20ー3040

〒680ー8571
（郵便物は郵便番号と課名のみで届きます）
本 庁 舎　尚徳町116番地
第二庁舎　上魚町39番地
駅南庁舎　富安二丁目138番地4

鳥取市ホームページ　
 http://www.city.tottori.lg.jp/

音声読み上げなどの支援機能があります

電子メール　
 kouhou@city.tottori.lg.jp

各総合支所　
国府  0857ー39ー0555
　　  0857ー27ー3064
福部  0857ー75ー2811
　　  0857ー74ー3714
河原  0858ー76ー3111
　　  0858ー85ー0672
用瀬  0858ー87ー2111
　　  0858ー87ー2270
佐治  0858ー88ー0211
　　  0858ー89ー1552
気高  0857ー82ー0011
　　  0857ー82ー1067
鹿野  0857ー84ー2011
　　  0857ー84ー2598
青谷  0857ー85ー0011
　　  0857ー85ー1049

携帯電話対応ホームページ　
 http://www.city.tottori.lg.jp/mobile/

防災行政無線の内容は電話で確認できます
　防災行政無線の放送内容が聞き取れな
かったときなど、放送内容の確認をした
いときは、「防災行政無線放送内容確認ダ
イヤル」へお電話ください。
※本庁舎から一斉放送したものに限ります。

 0857-21-6100

PUBLIC INFORMATION
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鳥取市の人口
　男　： 91,592人［ - 22 ］
　女　： 98,577人［ + 16 ］
合　計： 190,169人［ - 6 ］
世帯数： 79,645 ［ + 63 ］
平成29年7月1日現在［　］内は前月比

今月の表紙

「瑞風」運行開始 

　6 月 17 日、山陰・山陽を周遊する JR 西日本
の豪華寝台列車「トワイライトエクスプレス瑞風」
の運行が始まり、沿線では多くの鉄道ファンの瑞
風をカメラに収める姿が見られました。
　20 日朝には 1 泊 2 日山陰上りコースの瑞風が
鳥取駅に初めて停車し、駅構内で歓迎セレモニー
が開かれました。その後、乗客は専用バスに乗っ
て鳥取砂丘や砂の美術館、仁風閣を巡りました。
　福部駅では、福部保育園の園児がゆっくりと通
過する瑞風に向かって旗
を振るなど、歓迎ムード
一色となりました。
※表紙と上の瑞風の写真

は、広報室に職場体験
学習に来た中学生（8
ページ参照）が撮影し
ました。

美萩野・あじさい
公園と瑞風

福部駅で瑞風を
歓迎する保育園児
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非
核
平
和
都
市
宣
言

（
昭
和
58
年
３
月
28
日
制
定
）

　
真
の
恒
久
平
和
は
、
人
類
共
通
の

願
望
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
近
年
、
世
界
に
お
い
て

軍
備
の
拡
張
は
依
然
と
し
て
続
け
ら

れ
、
世
界
平
和
に
深
刻
な
脅
威
を
も

た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
、
全
人
類
の

ひ
と
し
く
憂
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
わ
が
国
は
世
界
唯
一
の
核
被
爆
国

と
し
て
、
ま
た
平
和
憲
法
の
精
神
か

ら
も
、
再
び
あ
の
広
島
・
長
崎
の
惨

禍
を
絶
対
に
繰
り
返
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
。

　
わ
が
鳥
取
市
は
、
日
本
国
憲
法
に

掲
げ
ら
れ
た
恒
久
平
和
主
義
の
理
念

を
鳥
取
市
民
生
活
の
中
に
生
か
し
、

継
承
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
方
自
治

の
基
本
条
件
の
一
つ
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
わ
が
鳥
取
市
は
非

核
３
原
則
（
作
ら
ず
、
持
た
ず
、
持

ち
込
ま
せ
ず
）
が
完
全
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
国

の
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
も
わ
が
鳥
取
市

内
に
入
り
、
貯
蔵
・
配
備
・
空
中
輸

送
・
核
部
隊
の
通
過
を
拒
否
す
る
と

と
も
に
、
核
保
有
国
に
対
し
、
核
兵

器
の
廃
絶
を
全
世
界
に
向
か
っ
て
訴

え
る
。

　
右
宣
言
す
る
。

本市の非核平和事業の取り組み
◆非核平和展
　 毎 年、7 月 下
旬から 8 月上旬
まで、鳥取市立
中央図書館ギャ
ラリーで開催し
ています。今年は、7 月 29 日（土）から
8 月 10 日（木）まで開催しています。
　原爆写真パネルの展示や市内小学生が作
成した平和の折鶴を展示し、終了後は、折
鶴を広島・長崎に寄贈して展示しています。

◆被爆体験者講演会
　県内の被爆者を講師にお招きし、各地区
公民館で被爆体験者講演会を開催していま
す。

◆黙とう依頼
　市内の事業所、官公署に、原爆投下日に
8 月 6 日、9 日に黙とうを実施していただ
くよう依頼をしています。

◆その他、非核平和に関する情報発信

※背景は、長崎原爆資料館に展示している、本市の小学生が作成した折鶴です。
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昭
和
20
年
８
月
６
日
に
広
島
、
９
日
に
長

崎
と
相
次
い
で
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
多
く
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
被
爆
か
ら
70
年

以
上
経
過
し
た
昨
年
５
月
27
日
に
、
米
国
大

統
領
が
現
職
大
統
領
と
し
て
初
め
て
被
爆
地

広
島
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
に
向
け
、
大
き

な
前
進
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
世
界
中
に
は
核
兵
器
と
し

て
使
用
で
き
る
核
弾
頭
が
１
万
５
０
０
０
発

以
上
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
未
だ
核

の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
核
の
恐
怖

は
決
し
て
過
去
の
問
題
で
は
な
く
、
世
界
中

の
人
た
ち
が
い
つ
被
爆
者
に
な
る
か
分
か
ら

な
い
、
ま
さ
に
世
界
が
抱
え
る
問
題
で
す
。

　
戦
後
に
生
ま
れ
た
世
代
が
多
く
を
占
め
る

よ
う
に
な
り
、
被
爆
の
記
憶
が
私
た
ち
の
社

会
か
ら
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
過
去
の
歴

史
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
今
私
た
ち

に
必
要
な
こ
と
は
、
過
去
の
記
憶
を
語
り
継

い
で
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
80
歳
を
越
え
、
自

ら
の
体
験
を
伝
え
る
た
め
に
、
身
を
削
り
な

が
ら
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
高
齢
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
過
去
の
つ
ら
い
経
験
を
語

り
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
続
け
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
広
島
と
長
崎
に

も
た
ら
さ
れ
た
惨
禍
を
絶
対
に
繰
り
返
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
、
未
来
の
人
た
ち
を
守

り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

　
本
市
と
し
て
も
、
平
成
元
年
に
市
民
団

体
を
中
心
と
し
た
非
核
平
和
都
市
宣
言
推

進
鳥
取
市
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
非
核

平
和
事
業
の
一
環
と
し
て
、
県
内
外
の
被

爆
者
を
講
師
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
被
爆
者
の
声
を
直

接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
最
後
の
世
代
で
す
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
よ
り
多
く
の
み

な
さ
ん
に
被
爆
体
験
を
語
り
継
ぎ
、
核
兵

器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
に
向
け
、

一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
改
め
て
、
原
爆
に
よ
る
犠
牲
者
に
哀
悼

の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族
並
び

に
被
爆
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

鳥
取
市
長
　
深
澤
　
義
彦


